
             

【
熱
中
症
に
つ
い
て
】 

 
 

６
月
に
入
り
、
気
温
も
徐
々
に
上
が
り
、
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お

す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
梅
雨
時
期
の
晴

れ
た
日
な
ど
蒸
し
暑
さ
が
増
す
日
も
多
く
な
っ

て
く
る
時
期
か
と
思
い
ま
す
。
気
温
や
蒸
し
暑

さ
が
増
す
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暑
さ
に
体
が

な
れ
て
い
な
こ
と
か
ら
、
よ
り
熱
中
症
へ
の
注

意
が
必
要
と
な
る
季
節
に
な
り
ま
す
。
熱
中
症

は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に

熱
が
た
ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら

に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ

れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り

ま
す
。 

特
に
も
、
体
温
調
節
機
能
が
十
分
に
発
達
し

て
い
な
い
子
ど
も
や
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
体

の
水
分
が
不
足
し
が
ち
な
高
齢
者
は
注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
熱
中
症
で
亡
く
な
る
人
の
割

合
は
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
（
下
の
グ
ラ
フ
） 

熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
る
こ
と
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
熱
中
症 

予
防
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
自
身
の
体
調
の

変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
に

も
気
を
配
り
、
呼
び
か
け
合
っ
て
熱
中
症
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。（
環
境
省
「
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
２
２
」
を
参
考
及
び
加
工
に

し
て
、
滝
沢
市
で
作
成
） 

           

  

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】 

熱
中
症
は
、
生
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
が
、

予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
は
、
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
注
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

【健康マガジン 15 号】 

〜熱中症を予防しよう〜 

厚生労働省「熱中症予防のために」を参考及び加工にして、滝沢市で作成  



熱中症について

気温や蒸し暑さが増すこれからの季節は、暑さに体がなれていなことから、より熱

中症への注意が必要となる季節になります。

熱中症は、高温多湿の環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調
節機能がうまく働かないことにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さら

には吐き気や倦怠感などの症状があらわれ、重症になると意識障害などが起こります。

特にも、体温調節機能が十分に発達していない子どもや体の水分が不足しがちな高
齢者は熱中症に注意が必要となります。熱中症で亡くなる人の割合は、６５歳以上の

高齢者が多くなっています。（下のグラフ）

熱中症は、適切な予防をすることで防ぐことができます。一人ひとりが熱中症予防
の正しい知識を持ち、自身の体調の変化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配

り、予防を呼びかけ合って熱中症を予防しましょう。（環境省「熱中症環境保健マニュアル２０２２」

を参考及び加工にして、滝沢市で作成）



熱中症の予防ポイント

予防法を知っていれば防ぐことができます。今回は、熱中症を防ぐために

注意すべきポイントをお伝えします。

厚生労働省「熱中症予防のために」を参考及び加工にして、滝沢市で作成
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